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会議録 
 

１ 附属機関の名称 

 犬山市観光戦略会議（第４回） 

 

２ 開催日時 

 令和３年 11月 19日（金）午前 10時 00分から正午まで 

 

３ 開催場所 

 市役所 401会議室 

※梅川委員のみオンライン形式（Zoom） 

 

４ 出席した者の氏名 

（１） 構 成 員  西村幸夫、石田芳弘、佐分晴夫、服部敦、梅川智也、籾山貢、 

          髙橋秀治、小川征一、川義満、柴田浩行、久世高裕 

          （順不同・敬称略） 

（２） 執行機関  永井経済環境部長、新原観光課長、小池観光課課長補佐、 

小澤観光課主査補 

           

（３） 関 係 課  企画広報課、歴史まちづくり課、産業課、環境課 

          （別室にてモニター視聴） 

 

５ 議題 

（１） あいさつ 

（２） 報告事項 

  １．観光戦略の策定スケジュール       （資料１） 

（３） 協議事項 

  犬山市観光戦略（案）について 

  １．戦略の構成について           （資料２） 

  ２．観光戦略の体系について         （資料３） 

  ３．目標設定について            （資料４） 

  ４．重点プロジェクトについて        （資料５） 

  ５．方針別の施策について          （資料６） 

６．コロナ禍からの回復プログラムについて  （資料７） 

７．戦略の評価と見直しについて       （資料８） 
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６ 傍聴人 

   ２名 

 

【資料】 

（資料１）令和 3年度観光戦略 策定スケジュール 

（資料２）戦略の構成について 

（資料３）観光戦略の体系について 

（資料４）目標設定について 

（資料５）重点プロジェクトについて 

（資料６）方針別の施策について 

（資料７）コロナ禍からの回復プログラムについて 

（資料８）戦略の評価と見直しについて 
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７ 内容 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西村会長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 皆さん、おはようございます。 

 定刻となりましたので、ただいまより、「第４回犬山市観光戦略会議」を始

めさせていただきたいと思います。 

 本日はお忙しい中、ご出席いただき、ありがとうございます。 

 前回の第３回は８月に開催で、それこそ新型コロナウイルスの影響でオンラ

インという形でしたが、現在、コロナ感染者数も小康状態が続き、約１年半ぶ

りにこの犬山での開催となりました。 

 また、今回、梅川委員につきましてはご都合が合わなかったということで、

今回オンラインでの参加ということです。前方のスクリーンの方に映し出され

ておりますので、こういった形での参加となりますのでよろしくお願いしま

す。 

 それでは、本日の会議についてですが、お手元の次第に沿って進め、長くて

も２時間、昼 12 時までに終了というふうにさせていただきたいと考えており

ます。 

 それでは、まず初めに西村会長よりご挨拶いただきたいと思います。お願い

します。 

 

 おはようございます。よろしくお願いします。 

 １年８か月ぶりということで、久々に来ましたら駅前が、駅が全然変わって

おりまして、ホテルもできたり、立派な、本当にまちは変わるんだなと思って

おります。 

 コロナで、本来なら昨年のうちにこの観光戦略をつくる予定だったんですけ

ど１年延びましたが、その分、専門部会の先生方、特に服部部会長を中心にこ

れまでに８回の会議を重ねていただいて、かなり熟成したものに、また結構ユ

ニークなものになってきています。 

 今日の会議は４回目なんですけれども、ここで大枠を決めていただいて、次

回が最終回となりますので、実質的な会議の中身の議論は今日が最後となって

おりますので、どうかよろしくお願いしたいと思います。 

 また、最近ですけど、木曽川中流域に関して岐阜県の方が木曽川中流域の可

児市、坂祝、美濃加茂、そして各務原、そうすると犬山まで入れて県をまたい

で木曽川中流域を元気にしたいというようなことが動き始めております。私も

その中に参加しているんですけれども、岐阜県が犬山まで出張ってきて、一応

どうも愛知県までご挨拶に来て協力関係で他とはやったことがないというふ

うに伺っていますけれども、一番当然中心になるので、ここで考えているよう

な戦略がその意味でいうともうちょっと木曽川中流域まで広げて、他のところ
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

西村会長 

 

 

 

にも影響が及ぶような広域的なものになっていくんじゃないかなと思います

ので、そこも含めてここでの議論は本当に重要じゃないかと思いますのでよろ

しくお願いしたいと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 なお、本日も事務局の方に観光戦略策定支援業務委託の受託者であります株

式会社国際開発コンサルタンツが参加させていただいております。よろしくお

願いします。 

 本日、総数 11 名全員の出席をいただいておりますので、会議が成立してい

るということを報告させていただきます。 

 また、この会議は公開で開催されます。この会議の様子についても、犬山市

役所 301の会議室でモニター公開するというふうになっております。 

 傍聴の方にお願いします。撮影は、自席からの撮影を認めて、録音について

は個人のメモとしての利用に限り、切り取って公開するようなことはやめてい

ただくというような扱いになっております。よろしくお願いします。 

 会議の内容につきましては、後日、資料と会議録をホームページで公開する

予定となっておりますので、あらかじめご了承ください。 

 会議につきまして、２人の委員が署名することになっております。前回、籾

山委員、それから髙橋委員にご署名をいただきましたので、今回は小川委員、

それから川委員にご署名をいただきたいというふうに思っています。よろしく

お願いします。 

 ではここで、事前に配付させていただいた資料の確認ということでお願いし

ます。 

 

（資料確認） 

 

 今回、一部オンラインという形で梅川委員に参加していただいているので、

画面で資料を共有しながら、お集まりの方はお手元の資料を見ていただきなが

らということで進めていっていきたいというふうに思います。 

 それでは、議題に入らせていただきます。以降の進行ついては会議規則に従

い、西村会長にお願いしたいと思います。よろしくお願いします。 

 

 よろしくお願いします。 

 報告事項から説明していただきますけれども、議事の中身も相互に関連して

おりますので、全体を説明していただいて、その後、ディスカッションしたい

と思います。資料２から資料８までは、最終的に取りまとめる観光戦略の本体
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西村会長 

 

 

 

 

 

 

服部委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西村会長 

 

 

梅川委員 

 

 

 

 

 

 

の各章別の資料になっております。 

 それでは、事務局の方から資料の説明をまとめてお願いいたします。 

 

（事務局説明） 

 

 ありがとうございます。大変体系的で、かつユニークな計画がまとまってき

ているというふうに思います。 

 これから質疑なんですけど、まずその前に補足ということで、専門部会でこ

の議論をやってくださった服部部会長と、それから梅川先生がこのメンバーな

ので、少し補足のコメントをいただいて、それからディスカッションしたいと

いうふうに思います。よろしいですかね。ちょっと突然ですけれど。 

 

 しっかり説明していただいたので、あまり補足することはないんですが、今

日初出の資料として、例えば資料４「目標設定」というところがありまして、

これはまだまだ議論途上のところであります。例えば、３つ目のホスピタリテ

ィのところで、部会であった議論からすると、犬山の人のおもてなしというこ

とを考えたときに、まさにおもてなしする側の市民の理解度とか満足度とか、

市民がどれだけ参加して、その参加したことにどれだけ満足しているのか。ま

た、観光に対する理解度は上がっているのかというようなところが本当は大事

だろうという議論をしまして、その辺りなかなか指標化が難しいところなんで

すけれども、単にユーザー側の話とか、サービスの提供側だけではなくて、そ

こに参加する市民の視点というのがかなり重要じゃないかという議論をして

おりましたので、その辺りまた今日会議の方でアドバイスをいただければいい

なというふうに思っております。 

 あまり補足することはありませんので、これだけにしておきます。 

 

 ありがとうございました。お疲れのところすみませんでした。 

 それでは、梅川先生、何かあればと思いますけど、いかがでしょうか。 

 

 おはようございます。 

 今日はそちらに行けずに大変申し訳ございません。ちょっと都合がつかなく

てオンラインになってしまいました。 

 今ご説明いただきましたけど、本当に部会長以下でかなり議論をさせていた

だきました。構成を変えていただいて、非常に流れがよくなったという感じは

いたします。 

 今回の観光戦略というのは、やっぱりこれまでの犬山の観光、お城あるいは
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西村会長 

城下町を中心にして日帰り型の観光から、そうではなくて、これからはやっぱ

り体験だとか、あるいは滞在だとか、そういったものを重視する。あるいは、

今までは産業中心でやってきた観光を少し市民レベルというのかな、市民みん

なでやっていこうという、コロナ禍を踏まえて簡単に言えば量から質に転換し

ていくんだというような計画だと思うんですね。 

 そういう意味では、これすごくユニークなのは、これから 10 年間優先的に

やっていこうという重点プロジェクトを７つ出したというのは非常にユニー

クで、この中身の精査というのもあるんですけれども、これがやっぱり今回の

特徴になっているのかなというふうに思っています。 

 ただ、その前段としてのコンセプトから始まって基本理念があったり、将来

像があったり、基本方針があったり、ここのところがちょっと頭でっかちかな

という印象もありまして、この辺少し整理されると分かりやすいのかなという

のは個人的に思いますけれども、この辺を少し皆さん方のご意見をいただける

といいかなというふうに思っていました。 

 それから、今回初めて出てきた目標設定なんですけど、これも実は戦略会議

で随分議論したのですが、個人的に思っているのは、やっぱり住民に関する指

標が必要だなと思っておりました、私的には。 

 例えば具体的になんですけど、通常だったら住民の観光に対する理解度だと

か、あるいは観光に対する満足度だとか、大きく指標なんでしょうけど、犬山

の場合は最後の推進体制のところにも出てきましたけども、例えばまちづくり

会議をやられますよね。このまちづくり会議に参加される方の数だとか、そう

いったことを少し指標にしていくとユニークになってくるのかなという印象

を持ちました。 

 それから、最後にしますけど、これ専門部会でもちょっと私言わせていただ

いたのですが、とっても実は難しいことなんですが、いろんなプロジェクトが

最後に出てきますが、誰がやるんだという推進主体を明示しないと誰もやらな

いよと、やらなくなっちゃうよという話をさせていただきました。でも、これ

は多分市ご当局でいろいろ検討されて、なかなかそこまでは書き切れないとい

うことで今回出てこないのかなとは思いましたが、ここはやっぱりできれば行

政がやるのか、民間がやるのか、あるいは市民がやるのか、少し大くくりでも

いいとは思いますけれども、どこが中心になって進めていくのかというその推

進主体を明示できると、ぐっとリアリティーが出てくるんじゃないかなという

ふうに思いました。取りあえず、その辺でやめておきます。ありがとうござい

ました。 

 

 たくさん言いたいことがあるということでしたが、推進主体をどうするの
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石田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西村会長 

 

 

 

 

か、それからまた目標設定の具体的な考え方、特に市民を、それは服部先生も

おっしゃいましたけど、市民側の指標みたいなものが必要じゃないかと。 

 また、戦略としては若干頭でっかちかもしれないと、でもそこがユニークな

ところかもしれないんですけども、というふうなコメントをいただきました。

ありがとうございます。 

 それでは、ここからはフリーですのでご意見をいただければと思いますけど

どうでしょうか。ご質問でも構いません。 

 

 服部さんと梅川さんのご指摘ですが、全くそのとおりです。僕も今聞いてい

まして、観光の語源は、これ西村先生に教えてもらったのかな、「光を観せる」

ということですから、光というのは地域の自慢のことを文化と言うんですけど

ね。僕の委員になっておる肩書は犬山祭保存会ですから、その保存会の立場か

ら言うと風と土の匂いがしない、この計画書は。 

 僕は、風土記というのを読んだことありますし、ＮＨＫで新日本風土記とい

うやつをずっと見ていますけど、新日本風土記は風に土の匂いを嗅ぐというナ

レーションから始まるんですよ。あれはもうしびれるんですけど、やっぱり自

治体の行政はそこのところが大事だなと僕も思っていまして、特に祭りをやっ

ていますから。だから、これはこれでいいんですが、これをいかに犬山の市民

に理解できるような提案にするかということが僕もう一つね。 

 梅川さんのご指摘のとおりで、僕もちょっと自分の経歴、個人的な経験を話

すと恐縮ですが、私が市長になったときに犬山をこうするという総合計画をつ

くったんです。このときは、座長は河合雅雄先生にお願いして、河合先生の哲

学も入れてやってくださいと言ってつくった。３年間かけてやったんですけ

ど、市長が替わったら全部反故にされてしまった。どこか行っちゃった、本当

に全部どこかへ行っちゃった。だから、そういうものですから、これはやっぱ

りこれだけの、僕から言わせると本当に客観的に見てそれぞれの分野で優秀な

人、それから僕が日本のまちづくりで最も尊敬する西村先生というリーダーを

お招きしてやることですから、やっぱり市長が一番重要です。今のをつくった

だけにせずに、山田市政のレガシーとして少なくとも 50 年ぐらい先まで行く

ようなものをつくってほしいなと思っています。以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 つまり、これがうまく流れていくような仕組みがこの中に内在していればぽ

んと消されないと、それは何なのかですね。風と土の匂い、そういえばお祭り

のことはあまり。確かに水は出てくるけれども。 
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石田委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西村会長 

 

 

小川委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 もう一つ、実は昨日、たまたまここにいらっしゃる小川さんと観光協会の

面々と今度のインディゴの内覧をして、総支配人の説明を受けたんですよ。こ

れはいいです。まさに風に土の匂いを嗅ぐようなコンセプトなんですよ、あの

ホテルは。 

 籾山さんもいらっしゃるけど、犬山は名鉄がちょっと骨格をつくってくれた

みたいな観光都市なんですよ。あそこに、その流れも受け継いでいますね、イ

ンターコンチネンタル。さらに、ぐわっとグローバリーに、総支配人が国宝の

お城、国宝の茶室、真ん中のインターコンチネンタルを３番目の国宝にしたい

と言っていましたけど。感動しました。それぐらいのことです。 

 

 ありがとうございます。 

 小川会長、何か、お名前が出ましたけれども。 

 

 昨日ちょっと、やはり石田さんと一緒に行ってきたんですけれども、やはり

造りを見て、恐らく日本で初めてじゃないですか、渡り廊下から国宝有楽が見

えてすばらしいですね。やはりこれまた協会としては、これの新しい対策を考

えなくちゃいけないなと思っておりますし、それから先ほどより石田さんの方

からお話がありましたように、市民にやはり企画には参画してもらいたいとい

うのがまず第一ですね。 

 簡単な例を申し上げますと、今から 10 年ぐらい前になるんですけれども、

犬山の、当時はまだ今みたいに若い人だけじゃなくてお年寄りも多かったです

ね。それで、お年寄りが多いということはお金を落としていくんですよ。その

ために、犬山中のお菓子屋さんに連絡をいたしまして、長椅子を出してトイレ

を貸すことをサービスしました。そうすると、お年寄りですから一生懸命トイ

レを探したり、それからお菓子屋さんでトイレを借りるということはそこに誰

かが滞在しているんですけれども、その人たちが見て買っていくというのがあ

るんですけど、それを菓子組合にも言ったんですけど、結局やってもらえなか

ったという、そんなまだ犬山市民としては観光に対する感覚が鈍いんですよ

ね。 

 それをずっとこうやって継続して来たもんですから、それでコロナ禍でもあ

りますし、まちづくりに関しても、やはり石田さんのおかげで地中化してから

城下町の繁栄となってくるんですけれども、その事態に合わせて何でもいいか

ら店をやれということで何でもかんでも、いろんな商売屋さんがあるんですけ

れども、果たしてこれが今の時代にマッチするかどうかという問題もあると思

うんですね。ですから、これはやはり今の城下町に合った店を出していかない

かんかなというようなところから始まってくるんじゃないかなという気がし
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西村会長 

 

 

 

 

佐分委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

てならないですね。 

 それで、今日これ資料を見させていただいたんですけど、先ほど石田さんの

ときにもあったように結果的には内容は同じようなものです、はっきり言って

出てきているのは。だから、要は実行するかしないかです、これからは、今ま

で来ているのは。僕は根本的にそこだと思います。だから、実行するためには

ここにあるように、例えば１年に１回とか会議して、進行状態というか、それ

をチェックしていくことも大切じゃないかというような気がしています。以上

です。 

 

 ありがとうございます。 

 ちゃんと進行をチェックするのと、それから誰がやるかみたいなことをシン

プルにやるということですね、ありがとうございます。 

 どうぞ、佐分先生。 

 

 一つ質問なんですが、周囲を巻き込んでということについて、商売になる人

についてはイメージが湧くんだけれども、一般市民が観光に携わって振興して

いくことはどういうふうに考えられるんだろうということで、抽象的に言え

ば、犬山っていいまちですねって、１回行きたいねと言われるのはうれしいか

もしれないけれど、どっちかといえばごみが増えるとか、観光客のために規制

が増えるとか悩ましい面も多いので、どういうイメージを持ってやられるの

か。多分、随分議論されたと思うので、その点をお伺いしたいのと、実行主体

については、自分で首を絞めるような話なんですけれど、大学はやる気が十分

あって、今度も観光都市をつくろうとしていているし、既にご承知かと思いま

すけど市と協働で観光協会、補助金をとってベトナムのテレビで犬山の魅力を

３回にわたって放送するというのをやっていますし、これからもうちの大学、

留学生が多くてグローバル人材を育てているので、そういう面で海外に戦略し

ていきたいと思います。 

 名鉄さんには随分留学生を就職させていただいているので、こういうのは非

常に大きい。犬山は既に産官学ではいろんな催物をしてきているので、その資

料やその辺は協力してできると思うので、ぜひここでは主体に大学が入ってい

ないので、多分大学では叱られると思うんだけれども、言うと余計首を絞める

ので黙っておろうかとは思ったんですが、やっぱりせっかくだから。 

 今は、賛否あるけど若い人がたくさん来ている。ついては大学生がＳＮＳで

発信しているので、随分影響力があるんですよね。だから、彼らの若い感覚で

これから滞在型をどうやって考えていったらいいのかというのを決めていく。

学生は相当やる気になるので、そういう面で継続性の内容がある限り、学生は
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どんどん入れ替わるけれど積極的にやってくれると思うので、その点ぜひお願

いします。 

 

 そう意味では、多様なプレイヤーが書かれていて、そういう人たちが人材育

成みたいな、非常に重要な項目になりますよね。非常に重要なキーワードが出

てきたということで。 

 

 今ね、佐分先生に触発されたんですけど、今の市長も名経大の卒業生なので、

だから絶好のチャンスですから、佐分先生の大学と市役所の行政ががちっと組

めますからね。そうすると、ちょっとテーマとずれるかもしれませんが、今度

の京都大学の件も、あれは犬山市民が応援しないかんですよ。 

 京都大学、やったでしょう。あれね、結局僕の観察では、猿学なんて今の世

の中に役に立たんのですわ。それを文科省があんなものやめろと言っているわ

けですよね。根本的に間違いです、大学の存在を。要するに、研究機関とか学

問の世界。だから、やっぱり犬山市民は、もうちょっとあれは反対すべきだっ

たと僕は思っていますよ、京都大学縮小。モンキーセンターなんかも、物すご

い観光になりますしね。明治村ももちろんのこと、リトルワールドも。名鉄と

犬山市と組んで、やっぱり全国的にもうちょっと発信していきたいですね。 

 

 ありがとうございます。 

 自分たちの中に、観光に関係ない市民は迷惑に感じるんじゃないかと、それ

は専門部会でどういうふうな議論があったのかということでしたけど、どうで

すか。 

 

 まさに、本町の裏に住んでいる私としては、迷惑に感じるところもあるわけ

ですよね。住んでいる市民がやっぱりふだんから観光に親しんでいない、よそ

ごとだと、商売人のための観光だというふうに思っていると、嫌なことばっか

りということになってしまうので。そうじゃない、やっぱり自分も参加してい

る、参加しているというのは２通りあって、１つは犬山の文化とか歴史とか自

然を愛していると、来てくれた人に知ってほしいと、だから聞かれたら答えら

れるとか。場合によってはボランティアガイドとか、そういう形で参加してい

くというのはもちろんあると思います。 

 それから、もう一つ、今回滞在型、体験型の観光にシフトしていこうといっ

たときに、滞在や体験のメニューって誰が提供するんだといったときに、単な

る業者だけではない、事業者だけではなくて、市民がやっているアクティビテ

ィというところにも参加していただくというのが、非常に体験型のメニューの
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多様化という意味ではよくて、各地でも体験型の観光をやっているところは市

民参加型でやっているというところがありますので、そういうところに市民が

参加できるようになると。 

 そういう点では、まだ犬山のアクティビティというのはそういう形ではシフ

トし切れていないところがありますので、その２つのところに市民が参加して

いくことで我がことだというふうに思っていると、観光はやっぱり我慢しなき

ゃいけないところもある、市民にとって我慢していかないと、折り合いをつけ

ていかないと観光というのは振興できないし、幼稚園・保育園を嫌がるとかあ

れと一緒だと思うんですけれども、自分たちのまちが持続的になるためには、

こういうものもあって、それは自分も折り合いをつけながら生活していくんだ

というところの理解が進むかどうかというところが多分大事だと思う。 

 その辺りの、まさに梅川先生がおっしゃったみたいに、まちづくり会議に参

加していって観光のあり方を一緒に考えていく、そういう形で市民の参加度を

高めていって、最後は理解というところにつなげていくということが大事じゃ

ないかと、そこの筋道をどうつけるのかというような議論をしてきたかなとい

うふうに思います。 

 

 先日、実はうちの大学が中心になって犬山学研究センターというんですけれ

ども、その会議に市長も出ていただいているんだけど、私が申し上げた今回の

テーマは、埋もれた遺跡を発掘する。あんまり知られていない、観光資源とし

て知られていないというのに焦点を当てて、この間はシンポジウムをやったん

だけど、という話で、私が申し上げたのは、犬山は文化都市ですし、これから

もますます文化都市にしなきゃいけないんだけど、真の文化都市というのは、

市民が住んでいるところの文化についてよく理解し、誇りに思い、語りたいと

思うまちだと思うと申し上げたんです。 

 だから、意識的にそういう活動をして、実は犬山城だけじゃないんだという、

隠れキリシタンのものから、それから地層も含めて非常に多様な文化遺産があ

るのを説明し、おっしゃったとおり理想としては、暇な人はボランティアをや

ろうと、今でも英語でとかあるんですけど、ああいうのが市民に一般的に浸透

していくというのが必要じゃないかなと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 ここから、少し指標みたいなものも生まれてくるかもしれないですね。 

 髙橋委員どうぞ。 

 

 先ほど、誰がやるんだという話あったんですけど、決して主体的とは申しま
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せん。できること一部分だと思いますけれども、商工会議所という立場としま

しては、実際にお金を出してくれる人、経験のある人、それから商売をしてい

る人を引っ張るということは非常に一番やりやすい立場でございます。 

 しかしながら、今この宿泊を増やそうとしても、夜間が何もないということ

で、その夜間の楽しみを増やすには、やはり食べるところと飲むところがどう

しても欲しいわけです。しかしながら、そのコンセプトだけはしっかり決めて

何もかも取り組むんじゃなくて、しっかりとしたゾーンとコンセプトですね、

文化と歴史に基づいた建物だったり景観だったり、そういったものの縛りをつ

くった上でパッケージングで、誰一人として自分一人だけで出ようとは思いま

せん。こういう将来像があって、将来このゾーンはこうなりますよというもの

があって初めて我々商売をやっている者というのは出やすいんですよ。だか

ら、自分一人で、はい、どうですか、どうですかと出ようと思っても絶対出ま

せん。 

 なので、将来が見えるような形で、このゾーンはいわゆるナイトライフには

非常によくなるんだよ、将来的にはそういう構想できちんとした縛りもあっ

て、周りの住民が嫌がるというような話もあったんですけれども、縛りをきち

んとつくって、そしてまちがきれいになっていけば、私はある程度共存はでき

るのかなという考えもありますし、ルールもつくって。 

 そういうものが、昔は上大本町、下大本町があったんですけれども、そこに

するかどうかは別としまして、そういったゾーンがやはり設定していただきた

いなと。そうすると、我々は呼び込みやすいし、お金も突っ込みやすいんで、

経験者はいっぱいいますからね。住んでいる私も楽しいかなと思って。そんな

ことでございます。 

 

 ありがとうございます。 

 具体的なゾーニングみたいなものがあると、事業者としては次に投資がしや

すいということですね。ありがとうございます。 

 他にいかがでしょうか。 

 

 すみません、質問です。 

 ターゲットのところで、いわゆる市民、市内在住者が入っていないのは何か

理由があるんでしょうか。結構いるんですよね。 

 

 市内在住者というのは、当然ながら、現にお客様の中でもかなりの方がいら

っしゃっているので、ターゲットであるということは間違いはありません。表

記としてそこは十分ではないので、少し検討させてください。 
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 今でもマイクロツーリズムという話も出ていますが、市内の方に例えば体験

メニューを体験していただくとか、市内の方に改めて市の文化財あるいは城下

町のいろんなお店を楽しんでいただくというのは非常に重要だというのは認

識して、また部会だとかいろんな場でも話が出ていますので、その辺りが、す

みません、ちょっと表記が十分でないので、そこは取り組ませていただきます。 

 

 必要性はあるけど表記が十分じゃなかったということなんですか。全く出て

こないものですから、ほかの記述で。 

 だから、市民参加とは言いつつ、何かお客様を迎える側に強制されているよ

うな議論にも見えるんです。だけど、本来であれば市民だって楽しみたい、今、

会議所の会頭がおっしゃったように自分も楽しみたいというところが基本だ

と思うんで。まず、市民に楽しんでいただく観光というのが本来原点だったは

ずなんですよね、近き者喜びてという話。だけど、すぽーんとこれが抜けてい

るので、ちょっとこれは大きな欠落じゃないかなと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 特に、コロナのときにやっぱり地元の人が愛してくれるようなお店が強いわ

けだから、その意味では、そういう危機管理というものも含めて地元が大事に

してくれないことには続かないということにもなりますね。 

 ありがとうございます。非常に重要な視点。 

 他にいかがですか。 

 

 今、僕も久世さんがまさにおっしゃったとおり、ターゲットが市民で、市民

参加で、おもてなし、ホスピタリティというところで、私ずっと考えているの

が市民が参加するという中で、佐分先生が大学生の話をしましたけど、私、城

下町は子供たちが活躍する場、小学生、中学生、高校生、現に 10 年以上前、

本当に城下町がさみしかったときに子供たちの夏祭りをやって、どんでん館の

前で毎年子供たちが踊りを披露するというか、そうすればそこにお父さん、お

母さんが来ますし、おじいちゃん、おばあちゃんが来ますので、そういった方

がまちを散策する、犬山っていいところだなと思ってもらえるというのが一つ

のきっかけ。今でも犬山高校がからくりを披露したりとかしていますので、そ

ういったところ、小学生、中学生、高校生もぜひ活躍する場というか、そうい

った機会もぜひこういった中に盛り込んでいただけたらなと思います。 

 

 ありがとうございます。 

 地元の小・中・高校生も、この中のターゲットになったり主役になれるよう
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な記述がやっぱり必要だろうということですね。 

 他にいかがでしょうか。 

 どうぞ、川委員、お願いいたします。 

 

 先ほど、梅川委員の方からイメージとして頭でっかち、それから推進体制と

いうようなところと、これ難しいんだろうけどというお話があったんですが、

その２つを聞いて思ったのはロードマップを少し示せるといいのかなと。 

 県の行政でもやはりいろんな計画をつくるんですけど、冒頭のところは現状

があり、分析があり、課題がありと、そこまでは勢いよく行くんですが、そこ

から施策をつくるところ。それからその後、誰がやるのか、やはり予算の問題

とか、主体がなかなか理解がされないということがあるんですが、少しでもそ

の辺ロードマップをつくっていければ、抽象的な書き方かもしれないですけど

見えてくるのかなと。 

 ロードマップをつくると、多分概要版というのも一緒につくっていくんでし

ょうけど、これだけページ数が多いと。その頭でっかちという問題も多少改善

され、市民にも分かりやすくなるのかなということで、大変難しい問題だと思

います。まず、財政当局含め、それから関係者含め、これはうちの仕事じゃな

いとか、そんな金はないとかいう話になると思うんですけど、許される範囲で

入れると分かりやすくなるかなとちょっと思いました。以上です。 

 

 ありがとうございます。 

 ロードマップ、それから概要版はどういう予定なんでしょうか。 

 

 考察自体は結構なボリュームになりますので、概要版をつくる予定でおりま

す。Ａ３の二つ折りで４ページぐらいでまとめられたらと思っておりますの

で、そこはコンパクトにまとめていきたいなと思っております。 

 

 ロードマップはどうですか。それはなかなか、先ほどの推進主体の問題と絡

むところもありますけれども。 

 

 推進主体については、非常に難しい部分は正直ございます。今、計画をつく

る最中なんですが、例えば庁内であったり、こういった場であったり、あるい

は市民の方であったり、いろんな話をしていく中で、なかなか全て確定した中

で決まったもの、これだけ決まりましたよといってお示しすることができませ

ん。 

 重点的にやっていきたいプロジェクトがあっても、そこに関係する人って絶
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対出てくるんですけど、その全ての人の合意形成を取ってから計画書に載せる

というと多分載せられるものがほとんどなくなってしまいます。なので、そう

いった合意形成のプロセスも含めて、これは計画の中にチャレンジしていくん

だということで載せていくものも多々ありますので、そうすると実施主体をど

こまで書くかというのは非常に難しい。 

 先ほど、川委員が言っていただいたような感じで、ちょっと抽象的なところ

で表現をしていくというのは一つまとめ方としてはあるのかなというふうに

思います。 

 あと、ロードマップについては、なかなか難しい部分もあります。もちろん

財源の話もありますし、合意形成はどのぐらいの期間を取ってそこからスター

トできるかというのがありますので非常に難しいですが、そちらも示せる範囲

で一度検討をしてみます。 

 

 普通、計画があってその上にマスタープランってあるんですけど、これはそ

のもっと上の戦略なので、そこでどこまで細かいことが言えるかというのはす

ごく難しい問題ですよね。むしろ非常に大きな方向性をここで指し示して、次

の計画の中でちゃんとそれを実現していくというのが普通のスタイルなので、

あまり厳しくそこのところを問い詰められると戦略じゃなくなってしまう部

分もありますのでね。それでも、やっぱりビジョンを明確に出してくるのも非

常に大事じゃないかなと思います。 

 

 補足として、資料８で戦略の評価と見直しというのを今回掲げていて、まさ

に部会でもそういう議論が出て、体制の明示とか、それからスケジュール、ロ

ードマップという話はあったんですけども、今回のこれでどこまで書くのかと

いうことと、あまりに突き詰め過ぎて今度は動かなくなっても困るというとこ

ろがあって、実際にまず動かすのが大事だと、今日議論をいただいたところも

まさにそうだと思うんですけれども、実際に動かしていって、動かす中でいか

に具体化していくかというのが非常に重要だと。 

 そういう意味では、この推進体制というのをしっかり整備して、それが動く

ような形にいかに持っていくかというところがそういうところにつながるん

じゃないかと。推進体制の議論の中で、まさにロードマップでいかに斬新的に

課題を明示していったり、体制の役割分担というのをはっきりさせていったり

というところができるように、そこにつながるような体制整備をすべきなんじ

ゃないかと、そこを重視しようというふうにしていました。 

 

 それがこの提案になっているんですね。 
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 まだ十分な記述になっていないと思いますので、ご意見いただければと思い

ます。 

 

 あまり主体をぎりぎり突き詰めるんじゃなくて、体制ということでうまく書

こうと。 

 ありがとうございます。そういう話になってきますね。 

 籾山委員。 

 

 今までの議論とはちょっとずれちゃうかもしれませんけど、事業者という立

場から言いますと、一番最初の現状と課題の中で弱みがいろいろありますけれ

ども、東京や関東、関西に行って帰ってくると感じるのは、やっぱり認知度の

低さといいますか、最終目標が滞在を増やす、宿泊を増やすということになる

と、当然大きなマーケットはその２つになってきますので、やはりその部分、

今回もいろいろコンセプトを策定したりされる中で、非常に世の中のＳＤＧｓ

の流れにもぴったりのコンセプトが出てきていますので、ここもうちょっと伝

わりやすいようなストーリーにして、たまたま佐藤可士和さんのブランディン

グの話が出ていますけれども、ブランディング戦略というのを何か入れ込んで

もらって。やる中身は当然いいんですけど、それを伝えない限りは誰も分かっ

てくれないんで。待っていてもそれは各日本全国、地域との当然競争になりま

すので、その中でやはり犬山を知ってもらう、どうやってブランド価値を上げ

ていくかというものの視点がもうちょっとあってもいいのかなという気はし

ました、全体の流れの中で言うと。 

 それからもう一つ、ターゲットの中で先ほど市民というお話もありましたけ

れども、もう一個、ちょっと具体的にいったものかどうかあれですけれども、

いわゆる特に我々インディゴをはじめやっているというのはある意味インバ

ウンドの富裕層という、それは日本人も当然入っていいんですけれども、そう

いう切り口のターゲットというんですかね。もっと文化に触れる感度の高いよ

うな人たちもターゲットの中に入れていく。そうすると、自ずとその人たち 

の口コミで広がって、それはビジネス、ＭＩＣＥの方に返ってくると思います

ので、ブランド価値が上がってイメージアップというようなうまい流れができ

るんではないかなと。素材はありますので、その辺の伝え方というかそういう

ものもちょっとあるといいのかなというふうに感じました。 

 

 ２点ですね、１つは資料２の２ページですね、そこのところにもう少しここ

のブランド価値、ここをどういう形でうまく知ってもらうかというようなとこ
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ろの弱みといいますか、強みといいますかというところを、特に例えば滞在と

か企画という課題があるとなら、それにつながるような分析とか、そこが必要

なんじゃないかと。 

 とりわけ、富裕層みたいなところがそういう意味ではターゲットになり得る

わけなんで、市民の側にシフトするのも一つ重要だけど、一方でもう一つ海外

というか、別のところのターゲットも同じように考えられるのではないかとい

うような、まさに常日頃からの努力だと思いますので、非常に重要だと思いま

す。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 どうぞ、佐分さん。 

 

 前回も、今日もちょっと最初話題になったもので、犬山市というくくりがあ

るから仕方がないかもしれないけど、もう少し広域に考えるべきというのを前

回申し上げました。それは、私が近隣の市町村の町長さん、それから商工会議

所を回ると一番言われるのは、犬山がうらやましいと。放っておいても観光客

が来るというふうにおっしゃるんだけど、私に言えば、それで犬山市がずっと

何年もしていないし、もともと犬山は消費都市というかということだったん

で、むしろ逆にあれを利用するように考えられたらどうですかという話で、 

そうすると、一番に木曽川流域だよという共通性をどう捉えるか。それから、

意外と大きいのが五条川の桜、これも大分古くなってきて、桜はやっぱり相当

うまく利用すれば有名になると思います。 

 そういうものを滞在型ということで今、ここって自転車で走るのに有名らし

いですね、その道の人たちには。そういうような形で、観光資源としてうまく

伝えていく。それから、それぞれのところの特産物を、今もないわけじゃない

んですが、城下町のところで積極的に宣伝して売り出していく努力はやっぱ

り、これは隣のまちのものだと言わずにやっぱり犬山がやるべきと、もともと

消費都市としてあることだろうというふうに思っています。 

 加えて、愛知県さんがおられるからあれなんだけど、ちょっと言い方は乱暴

だけど似たような悩みがあると思うんですよね。要するに、滞在型じゃなくて

通過されるという、昇龍道でやっておられるんだけど、今２つのことに注目し

ておるんだけど、１つはジブリパーク、これはもう世界どこに行ってもアニメ

は日本だけでイメージで非常に強いんで、これをどういうふうに一緒にコラボ

して犬山でできるかということが一つ。 

 それから、今、高級ホテルが名古屋市内に意識的に建てて、これはもう大き

な国際会議を誘致するというふうなんですが、そのときにじゃあ犬山に泊まろ

うという発想になるようにどれだけ認知度を名古屋市内とか愛知県への観光
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関係者に意識させられるか。 

 驚いたんですけど、何年か前に実は和合のゴルフと鈴鹿のＦ１が重なって、

愛知県下のホテルがほとんど取れなかったんです。名古屋大学が非常に困っ

て、うちが聞いたら、犬山のホテルも、それから市内の安めのホテルもがらが

らなんですよ。愛知県下ほとんどないと言っているのに、これはやっぱり認知

度が高くないなと。我々はいい顔をしましたけれども、さすがに犬山にある大

学で顔が利く、顔を利かせたんでいいんだけど、空いていたんで、あのとき、

私としてもショックでしたね。 

 だから、やっぱりちょっとそういうことを考えて、愛知県の観光戦略にうま

く乗っかるというか、一緒にやるという発想が要ると思うし、他方で近隣のみ

んなが羨ましいと思っているところをうまくピックアップして。 

 

 ありがとうございます。 

 広域の議論がもう少しあり得るのか。例えば、そういう広域のアンテナショ

ップがまちの中にあるということは、お互いにとってもいい話ですよね。 

 他にいかがでしょうか。 

 ちょっといろいろ刺激的な意見が出て、まとめるの大変かもしれないですけ

ど大丈夫ですかね。 

 

 ちょっと部会の説明みたいなものばかり出たので、私の意見を少しだけ申し

上げたいと思うんですが、部会の中ではまだまだ全てのことを議論し切れてい

るわけではないというふうに思っていまして、やっぱりまず実行できるプラン

をつくらなきゃいけないという意味では、まず一歩進んでやって、議論の成熟

を進めて先に行こうということを考えると、扱えないテーマも幾つかあるとい

うふうには思っています。 

 やっぱり、成熟する中で次に議論してほしいという次なる課題みたいなもの

を少し意識しておいた方がいいかなと。これは今回書けるかどうかは別とし

て、やっぱり大きな課題が幾つかあるのだろうと思います。 

 ３つほどちょっとお話ししておきたいと思うんですが、１つは空間のデザイ

ンの質をどう上げていくかというのをやっぱりしっかり意識していかないと

いけないだろうというふうに思います。空間だけじゃなくてデザインの質を上

げていく、デザインの全体的なレベルを上げていくというのは、空間をはじめ

として観光のブランディングのときの商品開発とか、それから宣伝、ＰＲとい

うところも含めたデザインの質というのをある程度統一的なレベル、質という

のを考えていく必要があると思います。 

 城下町の中で特に最近思うのは、緑のコントロールの質をいかに上げていく
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のかというのはすごく大事なことじゃないかなと思っています。お城山なんか

は結構きれいにしていただいているんですけれども、そのすぐ脇の郷瀬川の沿

道とか、それから公園の緑とか、まだまだしっかり整備して川とのつながりと

かやっていくと、今やっている川と緑と城下町というのをもっと意識していく

ことができるだろうというふうに思いますので、デザインの質の向上というの

が一つあると思います。 

 それから、先ほど市民の参加、特に市民が楽しめる観光という話がありまし

たけれども、観光の、例えば本町とか、どちらかというと観光寄りになってい

って、昔あった市民の生活利便の施設が、店舗がどんどんなくなってきて、今

ほとんどないわけですけれども。そういう形で見ると、市民にとって普段使い

できないまちというのが持続可能かということを、いろんな観光地を見ている

と市民が普段使いしているものと観光施設が混ざっている、もしくは市民が普

段から使っているから観光客が楽しめるというところもあるんですけれども、

犬山の城下町中心として市民の普段使いのための店舗や施設というのがいか

に混在させていけるかというのが、次の段階で議論されていくといいんじゃな

いかなというふうに思っています。 

 最後に、交通の話なんですけれども、城下町の中にどれだけ自動車交通を入

れていくのかというところは、また議論がさらに成熟していく中でやっぱり議

論しないといけないだろうと。お城前のパーキングとかありますけれども、ま

さにあそこが今観光のための重要な交通の拠点になっているわけですけれど

も、城下町の高質化を図っていくときに、どこまで車を入れていくんだろうと

いうところは多分これから少し観光を進めた後でしっかりと議論しなきゃい

けないんじゃないかというふうに思いますので、その辺り今回全て書き切るの

はなかなか難しいというふうに思っているんですけれども、まさにその観光の

議論を進めていく中で議論しておかなきゃいけない課題というのを持ってお

くというのは重要なことかなというふうに思っています。 

 

 ありがとうございます。 

 ひょっとすると、例えば戦略の最後に残された課題とか、ちゃんとＴｏＤｏ

リストみたいなのがあって忘れないように議論を今後するんだということが

書いてあるといいかもしれないですね。ここでは、そこまで扱わないようにし

たりね。 

 空間デザインの質の話、市民の普段使いの施設、交通問題、非常に重要な問

題ですよね。 

   

 僕、この年でこういう立場ですから変なこと言うかもしれませんけど、非常
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に高名なある物理学者が、今のリニア新幹線、あれはちょっとあんまりよくな

いと言っているんですね。どこがよくないかというと、あのプロジェクトを進

めようとする個人の顔が見えないと言うんですよ。あらゆる科学でも、あらゆ

る発明・発見でも必ずその原理原則をつくってそれを唱えた個人の顔が見える

んだけど、東海ＪＲの新幹線、リニアに関しては個人の顔が少しも見えないと、

それを物理学の専門家が言うんですからね。それは僕、ちょっと傾聴に値する

なと思って聞いていましたけどね。 

 このプロジェクトは、西村先生の顔が見えないといかんのですよね。僕ね、

服部さんも犬山の最も優秀な市民です、この方は。その先生ですから、西村先

生は、このコンビがやっぱり顔が見えるような計画にしてほしい。だから、先

生から弟子ですから、服部さんの計画にちょっと厳しくチェックを入れる、そ

れを望みます。西村イズムが分かるような計画を提案してください。 

 

 ありがとうございます。 

 梅川さん、ちょっと振ってみましょう。梅川先生、何か一つ、何でもいいの

で。今の話じゃなくても、全然違う話でいいんですよ。 

 

 僕は、この戦略を作って本当に何をやりたいのかというところなんですよ

ね、明確に。僕は、この重点プロジェクトの７つ、これをとにかくやりたい、

やるんだという 10 年間の宣言というふうに理解しているんですけど、そうす

るとこの重点プロジェクトの構成を見ていくと、実はチャレンジする重点施策

って細かなプロジェクトを串に刺したような形になっているんですね。そうす

ると、個別に重点施策をやっていくと実は個別最適にはなるんだけれども、最

終的に全体最適というのか、例えば６－１の「遊園ルネサンス」というプロジ

ェクト、これ、僕はとても夢があって素晴らしいなと思っているんですが、個

別のことをやっていくと、どうしてもその最適解を求めてしまって、全体とし

てこの遊園ルネサンスというプロジェクトが実現するのかというふうにちょ

っと心配なところがあって。 

 そうすると、重点プロジェクトごとに実は推進体制全体を見ている人がきち

んといて、誰か分かりませんけど、全体をコントロールするところがないとな

かなか、今日資料８で出てきた推進体制だけでは実現できないんじゃないかな

というのはちょっと懸念していて、この重点プロジェクトがそれぞれ動いてく

ると、多分市民の皆さんも面白そうだなと寄ってきて、自分も参画したいとい

うような話にもなってくるだろうし、何か盛り上げのためにもこの重点プロジ

ェクトを進め方というのをもうちょっと議論していただければなという感じ

はしていました。すみません、以上です。 
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 ありがとうございます。 

 非常に重要な提案で、これはもうプロジェクトというよりは、ロジェクトの

前のコンセプトみたいな感じですよね。コンセプトというからにはもう少し本

当に動く、じゃあそのために、だから誰がという話になるんでしょうけど、い

ろんなものがあると、非常に大きな流れを表現しているけれども、じゃあそれ

一体何をやるのかと。多分、市民の人は、じゃあこれで何をやりたいというの

かというときに、例えば一言、二言でこれとこれとこれは大事ですよとかいう

ようなことがうまく伝えられないと、市民の間にうまく伝わらないかもしれま

せんね。そこのところが、非常にいいことは言ってあるんだけど、重点プロジ

ェクトの柱の中をまたもうちょっと、その中の柱みたいなのが要るのかもしれ

ないですね、多分ね。 

 分かりました。確かにおっしゃるように、このところはもう少し議論をやっ

た方がいいかもしれませんね。すみませんが。 

 

 それと、先生が市長によく話されているでしょう。刷り込まないかんですよ。

市長、感度がいいですから、今の市長は。 

 

 そういうことですね、それが大事だということを。 

 

 今、梅川先生がおっしゃったことは、今の重点プロジェクトの書き方がパッ

ケージにしているかのように見えるんだけど、結局出口のところが個別の施策

だけが並んでいるように見えてしまう。パッケージ化して、いかに全体を統合

して進めていくのかというところが全然見えていないということなんですよ

ね。 

 そういう意味では、それぞれの重点プロジェクトごとに本当は実行のための

プログラムとかというものを作り込んでいかないといけないし、多分そのプロ

グラムオフィサーみたいな形でＰＯがしっかりついて責任を持ってそれを回

していく。誰にそのＰＯの役目をしてもらうのかとか、そこと連携するリエゾ

ンオフィサーが役所にいるのかとか、多分そういう体制をしっかり作らないと

いけないんじゃないかというご指摘だと思いますね。 

 だから、それもまさに一番最後の推進体制とも絡むところで、それを今後ど

うしていくのかというのをもう少し具体的にやっていくということが分かる

ような書き方をしないといけないんじゃないかなというふうに受け止めて、ま

たもう少し部会で梅川先生と議論したいなと思います。 
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 多分、それは役所だけじゃなくて、先ほど最初におっしゃったように誰がや

るというところもちゃんと見えるような形にした方がいいですよね。そういう

ことになってくると、みんなでやっているという感じがするので、空気が変わ

っても動き続けるというのがありますね。 

 ほか、いかがでしょうか。随分、濃い議論ですけど。 

 はい、どうぞ、川委員。 

 

 各論ですみませんが、今回のＭＩＣＥ、ＭＩというものが強調されて出てき

ておるんですが、資料７の２ページ、一番下のところの行で名古屋へ来訪する

ビジネス客という書き方なんですが、これはもう少し強いメッセージで名古屋

へ来訪するというのを外して、ビジネス客を誘致するならすると。この第４期

というところは、多分世界からも呼ぼうという段階かと思うんですが、インデ

ィゴもありますしというような書き方がいいのかなと思います。 

 もう一つ、ＭＩＣＥで思ったのが、資料５の８ページのところなんですが、

ユニークＭＩＣＥという見出しでチャレンジする重点施策のところにはＭＩ

を中心としたＭＩＣＥ誘致の推進とあるんですが、間にある施策の方針という

ところに記載がなくて、例えば地元企業さん、犬山にも著名企業がたくさんあ

る中で、地元企業さんと連携を市みたいな方ができれば、これはもう第４期を

見据えてでもいいと思います。少し幅が広がるのかなというところを思いまし

た。 

 それからもう一点、発信の部分なんですが、今回書かれていないところでフ

ィルムコミッションなんかがもうちょっと出てくるといいかなというところ

で、犬山が今、ロケを非常に頑張っていただいております。ロケ地として城下

町があり、自然がありというようなところがなかなかなくて、ロケの聖地巡礼

というところでもやっぱり、特にドラマですね、映画というよりはドラマで使

われた街並みとかお店に行くというのがネットにいっぱい上がっているとこ

ろがあって、フィルムコミッションなり、ロケ地を通じた犬山の魅力の発信と

いうようなところも少し基本コンセプトの中に、施策の中に入ってくるといい

のかなと、これはちょっと私が思ったところです。 

 

 明治村のロケ、すごいですよ。市民のフィルムコミッションもしっかりして

いますよ。 

 

 それは、私も東京でフィルムコミッションを立ち上げたんですけれども、石

田さんに言われて今から十五、六年前にありました。それで神戸に行って、最

初、明治村というのは本物じゃないと思ったんですね、映画監督が。東京に映
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画監督、助監督が入っているビルがあるんです。そこへ説明しに行ったら１日

で終わらなくて、１日のつもりが３泊になっちゃって、これ全部を紹介してあ

げたんです。それから、ロケが始まったら今度逆に大変でして、くぎを打った

りなんかするもんですから。それで、条件というのは何かというと、食事の世

話だとか、そういったものを助ける。それから今、エキストラが百五、六十人

に増えていますけれども、それで今は活発にやっています。 

 今、石田さんも言ったように明治村がすごいです、ロケが。それで、うちの

女の子がそれを担当していますけれども、おかげさまで一生懸命、そちらの方

は頑張ってさせていただいています。 

 

 力がありますよ。 

 

 そうですね、そこが犬山の強みだと思いますので、何か書き込んでいけると

いいかなということで思いました。 

 

 ありがとうございます。 ＭＩＣＥに関してですね。 

 ほか、いかがでしょうか。 

 そんなところで大丈夫ですか。梅川先生、何かよろしいですか。大丈夫です

か。 

 

 大丈夫です。 

 

 随分たくさん意見をいただいたので、これが全部専門部会の方にお願いする

ことになって申し訳ないんですけど、いろんな形で私も可能であれば参加させ

ていただいてということで。 

 恐らく次回が最終回ですけど、そこには冊子としての観光戦略というものを

今日の資料をもう少し冊子体の形にしたときどうなるかというのをお示しで

きるといいのではないかと思います。 

 そのときにもまたご意見をいただけるとは思うんですけれども、タイミング

から言うとそこが最後になるので、大枠はなかなか変えようがないということ

なので、今日出たご意見、例えば人材育成だとか推進体制の問題、それから広

域をどうするかというような問題、残された課題をどうするかというような問

題、市民をどうするか、それから重点プロジェクトをもう少し明確にするとか

いうような問題、それからブランド価値、ソフト分析をもうちょっと変えた方

がいいんじゃないか、それから祭りというか土や風の部分がないんじゃない

か、というようなことでもうちょっとやることがあるんじゃないか。それから、
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地元の企業や地元の大学等の協力関係みたいなものでやれることもあるんじ

ゃないかと。ＭＩＣＥの問題も出ました。 

 そういうことがかなり重要になってくると思うので、その辺りをまとめてい

くということで次につなげたいということでよろしいですかね。 

 ありがとうございます。 

 それでは、全体としてそういうことで次に進めたいと思います。 

 それでは、議題以外でも何か、せっかくの機会ですのでこういう場で何か問

題提起やご発言があればと思いますけれども、いかがでしょうか。よろしいで

すか。 

 

（意見なし） 

 

 ありがとうございます。 

 それでは、全体としてたくさんご意見をいただきましたので議事はここまで

として、今後の進行は事務局からお願いしたいと思います。 

 

 西村会長、ありがとうございました。 

 また、各委員の皆様、いろいろ意見ありがとうございました。 

 多岐にわたって修正事項等々いろいろあり、回数も限られていますので、頑

張って作り上げていきたいというふうに思っていますので、服部部会長もこれ

からまたご協力をいただきたいと、梅川先生も含めてご協力いただきたいと思

っております。ありがとうございました。 

 それでは、次第の最後ですが「その他」です。次回の日程です。担当から報

告ということでお願いします。 

 

（事務局説明） 

 

 次回は年明けということで、またご協力よろしくお願いいたします。 

 それでは、これをもちまして第４回犬山市観光戦略会議を閉じさせていただ 

きたいと思います。ありがとうございました。今後も引き続きよろしくお願い

します。 

 


